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豊顕英雄と草鍵期の鶏離騒教膏に関する研究(3)
田英雄年譜の全容と作成の趣
高橋清費子*・前村 * 
A Study on TOYODA Fuyu and Beginnings ofKindergarten in Japan(3) 
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豊田英雄は、幕末の水戸藷に生まれるが、父は藩内有数の学者であり、母は藤田東i坊の妹という優
れた家庭教育環境の中で、育っている。ただ、豊田は、両親を早く亡くし、結婚した豊田天功の長男小
太郎は脱落し、京都で暗殺され、唯一頼りにしていた実兄桑原力太郎少佐は西商戦争の田原坂付近の
激間で戦死する、という幾多の不運にも見舞われている。
英雄は孤独の中、学問に励み、教育者の道を歩み始めるが、明治8年、東京女子師範学校設立時に
同校教員として抜擢され、翌年、同校に附属幼稚園が設けられると同閣の日本人保婚第一号として採
用され、ドイツ人松野クララから保育法の傍習を受けることになる。また、明治12年1月には、鹿児
島への出張辞令を受け、同年4月l目、わが田二番目の鹿児島女子師範学校附属幼稚園を創設し、翌
年6月まで鹿兇島に滞在している。鹿児島から帰京後は再び女子師範で教え、開約属幼稚園で保育を
担当している。また、それらの任務の傍ら豊田英雄はわが国幼稚園教育草創j期の保育者養成の仕事も
担っている。豊田はわが国におけるフレーベル主義保育の受容と定着化に余人を以ては代えがたい極
めて大きな功績を残しているのである。
また、明治20年になると、!日藩主徳)1篤敬侯がイタリア金権公使として赴任するに際し、夫人のお
相手役として、かつ文部省からは欧州の女子教育調査を命ぜられて随行し、帰国後は主に女子教育者
として活躍することになる。
豊田英雄は長い生涯の大半を、幼沼教育者、女子教育者として捧げ尽くしている。幕末に生まれ、新
時代を迎える中、富散文化と実践的に切り結び、還しく生き抜いた明治期の知的女性の一典型を見せて
いる。しかし、残念ながらこれまで、その業績の割にその足跡、は世人に広く知られていない。今後の豊田
英雄研究の便宜のためにも、保育史研究者である高構清賀子と造形芸術教育研究者で保育史研究者でも
ある前村晃とで敢えて詳細な年譜を作成することにした。
*保予ぎ史研究者/鐙回天功・小太郎・英雄顕彰会 **佐賀大学文化教育学部学校教育課程
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1置 はじめに
ふゆ
最田英雄は、明治初年以降のわが国幼稚園教育苓創期に、日本人保栂第一号として、プレーベル主義保
育の受容と定着に大きな貢献をした人である。また、明治中期以降は主に栃木、茨城などで長年にわたっ
て女子教育者として大きな足跡を残した人で、もある。
しかし、豊田英雄の若かりし頃、その周辺にいた人々たとえば中村正直、関信三、岩村通俊、棚橋絢子、
鳩山春子、根本正などの場合は、単行本のかたちで lないし数冊の自伝あるいは伝記類が出瓶されている
のに対し、豊田英雄の場合は小冊子を除いてそれがないために、豊田英雄の人となりや事跡についてはそ
れほど広く知られていない。そのため、豊田英雄の個人研究だけで、なく、わが国幼稜閤教育草創期を生き
た姿で把握することにも支障を生じている状況すらある。
そこで、本編ではその誕生前後から逝去後までの豊田英雄自身に関する諸事跡をできるだけ詳細に記録
し、また、関連事壌として社会的事件や政治的動きなども大きなものは取り上げ、さらに、英雄の生涯に
産接、防護に影響を与えた人物の事跡なども記すことで、豊田英雄他人及びわが国の初期幼稚顕教育史研
究に役立てるようにした。
豊田英雄は、 1845年(弘化2)10月21日、幕末の不穏な状態の水戸藩に誕生し、冬と命名されるが、 1941
年(昭和16)12月l日、日中戦争が拡大し、太王子洋戦争が勃発する藍前にその長い生漉を関じている。
田の生涯は動乱の時代に始まり、動乱の時代に終結している。
豊田英雄の長い生涯に決定的な影響を与えているものには二つがある。一つは、幕末水戸藩の有数の学
者であった桑原治兵衛信毅を父に、藤田東湖の妹で、教養豊かな女性であった雪を母に生まれたことであ
り、早くから父から和漢学を教わり、母から詩歌を読み関かされるという、優れた家庭教育環境の中で、育っ
たということである。
また、もう一つは、結婚した相手、彰考舘総裁豊田天功の長男小太郎が「心を鬼にしておれJという
葉を残して脱落し、京都で尊王壌夷派の刺客に暗殺されたという事件である。小太郎の最期の言葉は、ど
んなことがあっても取り乱すことなく壌として生きて行け、という意味であったが、冬は尊王開国派の夫
の遺志を継ぐため英雄と改名し、学問に励み、動乱の時代を前向きに生きることになる。)1崎践という師
に漢学を学ぶため、 3年器、毎夜、護身のためにわざと提灯を持たずに、懐剣を帯にはさんで夜道を通っ
たというのであるから凄まじい党活である。
その後、英雄は自宅で家塾を開き、次いで水戸にできた発桜女学校の教師となる。恐らく中村正寵の肉
入社で、中村に可愛がられていた、かつての天功の家僕で小太郎の学僕の根本正が中村に英雄の存在を紹介
したのであろうが、豊田英雄は、明治8年、東京女子師範学校の開設と開時に、読書教員として抜擢され、
問校附属幼稚盟が創設されると日本人保婿第一号として任命されることになり、わが国初期幼椎問教育史
上希有の貢献を残すことになる。小太郎の学僕担本が絡んでいるということは、死せる小太部が英雄を女
子師範の教員にし、向校附属幼稚習の保婦とした、といえなくもないのである。
夫の死後、唯一頼りにしていた実兄桑原力太郎少佐も西南戦争で戦死するが、皮肉にも英雄は実兄を殺
した鹿児島県民のために長期出張してわが閤二番目の幼稚園を創設することになる。豊田の生i援は全体に
厳しく悲壮感すら漂う時期もあるが、長い生涯の中で、明治20年、 18藩主帯、)1篤敬侯がイタ 1)ア全権公捜
として赴任するに際し、夫人のお相手役として、また文部省からは欧州、iの女子教育などの調査を拝命して、
ローマに2年間滞在し得たことなどは、幸いで、あった。
この年譜から、豊田英雄の人生には、いろいろな人物や時代状況が絡み合い、悲喜こもごものドラマが
展開していることが読み寂れるはずである。
3.豊田英雄年譜の全容
長田英雄と草創郊の幼稚図教育に関する研究(3)
一豊田英雄年譜の全容と作成の趣
年号 英雄に刻する率項 関連事項
1782年 I I .プレー ベル、 ドイツに誕生。
(天明 2)I I 
1805年
(文化2) 
1806年 I .藤田東湖、誕生(成人後、熱烈なI1，'i~五緩爽論を説き、素手
(文化3)I 求の志会の精神的支柱となる。英機は姪にあたる)。
1815年 I ・松本万年、誕生。
(文化12)I I 
1825年 I・2幕府、呉国船打ち払い令をaす。
(文政8)I I .会沢正志斎、「新首討を著す。
1827年 I I . iZli郷経盛、薩摩に誕生。
(文政10)I 
1830年 I・8・10
(文政13)
1832年
(天保3) 
1833年 I. 10天功、事情あって小普請組入り。
(天保4)I 
1834年 I. 3天功の子、
(天保5) 
18371:ド I I・大塩平八郊の乱。
(天保8)I I・9・29徳}I慶喜、誕生。
43 
1839年 |・ 5・16相原一機(桜1壬蔵)、主主回(天功)へ、綾田天功 I. 6プレーベル、プランケンブルグに、幼児教
(天保10)I 父死去につき~文。 I 育指導者講習所を設立。 6カ月ずつの講習。
1840.fド I I・2・24牛尾田茂右門長女(棚橋)絢子、誕生。
(天保11)I I . 6・28フレーベル、一般ドイツ幼稚留を創設。
1841年 I. 2近藤浜、松前藩士の予として誕生。
(天保12)I I .飯島土i汁A郎、幕臣、飯島慈i~誌の子として誕生。
後に、閉幕府脱走諸隊の一、遊務隊長。箱館戦
1842年 I. 2天功、
(天保13)I ・8・10岩村通俊、誕生。
I I .帝京条約の締結。
1843年 I I . 1・20関信三、一色町安休寺に誕生。
(天保14)I I . 5・4iZli郷従道、滋燈に誕生。
. 8天功、「氏族志jを脱稿。
.10天功、修忘のことにつき徳}I斉昭
1844if I I . 5育相、幕府より li塁蔚・謎慎を命ぜられる。
(弘化元)I .東湖、幽問。 f殴天詩史j成る。 I
1845年 I . 3天功、;高差益を命ぜられる。 ト 3江戸{云悶可獄舎火災。高野長英!悦獄。
(弘化2)I I・6・12問中不二麿(寅三郎)、名古屋に誕生。
1歳 I .10・21桑原治兵衛(信毅)を父、言雪子(藤聞東湖妹)
を母に藤坂町で誕生。冬と命名される 0
1846年卜父治兵衛、鐙居を命ぜられる。
(弘化3)I .柴防政衛門夫人より手習いを始める。母'雪子より詩歌を
2歳 | 読み聞かされる。
I .天功、 f明爽録jを著す。
1847年 I .天功、「鶏明録Jを著す。 I ・古市静子、稔子島に誕生。
(弘11:4) I I . 7・13海有礼、議摩に誕生。
3歳
44 
1850年
(嘉永3) 
5歳
1851年
(嘉永4) 
7歳
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-ヲミ功、 を完成させる。
晃
フレーベル、シュワイナに保婚養成所を設立。
3・3荻野吟子、武蔵に誕生t
・10・9根本豆、水戸務内五台村に誕生。盛田
夫毛b家とは親戚にあたる。
6松本荻江、松本万年の子として誕生。
ト ・8・7 プロイセン政府、幼稚図禁止令を戸布。
1852年 I . 1・23t者築(治兵衛)、娩家(天功)に、機書採用の件!・祐宮(明治天主主)、誕生。
(嘉永5)I につき設;犬。 I. 7・21フレーベル、マリエンタールで没。70歳。
8主 I .天功4予友徳、小松崎恭の後を腕ぐ。 I.フレーベルの保母養成所、カイルハウに移る。
1853'手
(姦永6) 
9歳
7・17穏(治兵衛)、法(天功)に、臼本政記-1!j:をめ
ぐる桜真金(任蔵)との関係修復などの件につきi!l=~犬。
-小太郎、京都へ赴く。
-小太郎、江戸からitJI賀へ。
7天功、 f妨i毎新策jを著す。
9天功、「合衆国考」を表す。
1機JI様子、八王子に誕生。
6・3ペリー艦隊、浦安に来航。
7斉昭、幕府の海防参与ーとなる。
7 プチャーチン、長崎に来航。
-伊達i警の係者.Jil雄記の5女、(佐々 城)堅苦手、
誕生。(本名とよ子)。
. 8・2 クララ・チーテルマン、誕生。
1854年 I I . 3幕府、日米和線条約を締結。
(安政51:)I I・4・4桜井ちか(平野智姦)、江戸臼本橋にて、
10歳 |・小太郎、京都へ赴く。 I徳川御用商人、平野与十郊の長女として誕生。
4・29桜友会(佼絞)、愛国(天功)に、す閃寅次郎(松
!設)入獄の件報知状。
5小太郎、水戸に招かれた南部務士大島高任について
関学を学ぶ。
8天功、 f北島志Jを1見稿。
. 12幕府、日露和親条約を締結。
1855年|・ 8小太郎ら 8人、水戸に拐かれた下関良到に関学を学 I.牛尾白絢子、学者、棚橋大作と結婚。
(安政2)I ぶ。 I・徳川篤敬、誕生。
11歳 1・10・2藤田東湖、大地震に際し、老母の身代わりとな I.フレーベルの教え子、カール・シュルツ、アメ
り圧死 Cli:ilJを主主崇していた源郷隆盛は、東i刻の死を深 i リカで最初のドイツ諾幼機関を開く。
くl嘆き悲しんでいる)。
.10・13曾(治兵衛)、鳳(天功)に、江戸大地震の状況
報知状。
1856年 I. 2小太郊ら、蘭学者架原唯一に学ぶ。
(安政3)I .芙放の弟政、誕生。
12殺 1 ・6天功、 f北E雪志jを税務。
. 8 ・19母"雪子、 没。
1857年 i・7ミ功、「航海要録J(小太郎訳述)を芳昭に上受。 I・7手山千世(ちせ。後の森因子慨。東京女子・師範
(安政4)I・3 小太郎、天文の資料収集の命を受け、京都へ行く。 I学校第一回卒業生。山川菊栄の母)、誕生。
13歳 |・関5・28王雪国松陰とも深い親交のあった勤皇儲月性(恋
郷と滋陵潟に入水したR日現とは一字迷いの別人)、入江
九ーへの愁筒で、水戸の愛国小太郎がi可溶の清水某と上
京来訪し、議論棺!議いたと述べ、追伸で、愛国小太郎は
一人物である、賢弟にもこのこと伝えるよう追認してい
る。月性lま勤皇の志士たちに愛鳴されたあまりにも有名
な次の詩を書いた人物で、ある。
男児立志出郷関
学走51渋成不復遼
豊田英雄と草創矧の幼稚劉教育に関する研究(3)
一議問英雄年諮の全容と作成の趣旨一
壊骨{可期墳墓地
人間':!U処有青山
. 8・14笠間彦次郎(天功)、豊田小太郎に、天文志料爾
交に精励すべきを識し結城派の処分様相を報知する議:
状。
.8 ・ 6~ 天功、「代%録」を書く。
. 10天功、「食貨志j五巻。小太郎、水戸に戻る0
・12・29天功、「代務録(館釘J之部)Jを誉く。
1858年;・ 5天功、 f兵志」十三巻を議く。 I
(安政5)I・笑雄、 i菜作治十夫人室経子に護送及び女礼式を学ぶ(慶応 1・6 幕府、日米修好通商条約に調印。
14歳 I 2年まで)。裁縫術を修める。父、治兵衛に和渓の学を I. 7幕府、斉16.凌姦らを処分。
学ぶ。新井i原八郎の母に穴沢流薙万の伝授を受ける。 I. 7幕府、日露修好通商条約に昔話印。
8水戸;寄に戊午の密勅下る。
・9~12 小太郎、江戸滞在。 I .中村iETI主(Efl府)、 n竿学論iを若す。
I . 9・7 安政の大獄始まる(翌年まで)。
1859年 I I .合図松陰、橋本友内、頼三三樹三郎刑死。
(安政6)I I . 2・15i!雪山明教、鉄の長女、(氏原)銀、誕生。
15歳 I I 江戸青木議託!Io
2小太郎、江戸へ。 I. 2中村正直、甲府から江戸に移る。結婚する。
28歳。
45 
. 3・14小太郎、仙台務で開成九を見る o
-小太郎、江戸在。
-ピユーロ一夫人の活擦で、ヨーロッパ各地で幼
稚溺の開設の動きが始まる。
6 ヲミ功、予干B6 に「息、~g編J 編集を命ぜられる。
. 8・27'}寺昭国許永重量}否。
. 3小太郎、江戸在。 3・3桜田門外の変0
・プロイセン政府、幼稚関禁止令を解く。
1860年
(万延元)
日夜 ・エリザベス・ピーボディー、ボストンでアメリ
カ人のための幼稚闘を掬く。
8小太郎、水戸へ帰る。 I. 8・15斉B6(烈公)、没。
1861年 I.父治兵衛、没。 I・1賀川楳子、この年より7t;治元年まで4年間、何
(文久元)I I 部完堂に漢籍素読放びに習字を~う。
17歳 I I . 4・12米国南北戦争始まる (1865年まで)。
-小太郎、築作盤、呂王子坂繋毒事に出入りする0
・10天功、 f烈公行実J李ます。
.11天功、「刑法忘」脱稿。
1862年 i・英雄、天功の子差是閃小太郎 (29歳)と結婚。冬18歳。
(文久2)I・問8・4藤田健次郎、天功に、弟小間郎の史館震に対
18歳 i するj窃旋を謝し小太郎の結婚を祝う誉状。
・英雄、 f武家fr:i成金j主主す。
. 107ミ功、「論語B寺習録j。
. 10・1 久留米議士関彦四郎、境問小太郎に、訪問を謝
しj篠田彪(東湖)の舎を求める依頼状。
・小太郎、この年、「産車窓志Jを起稿。
.11・2天功の4子友徳、養子先小松術家で没、 22歳。
1863年 I. 1・26小太邸、緒方洪路の診療を受けに江戸へ。
(文久3)I . 2・3友徳、の子伴、誕生。
19歳 1・3・22小太郎、水戸へ係る。
-天功「杖つくもいかぬもわれは窓、ひきや六十路の坂を今
日越えんとはj
3 i皮辺泰子(後の鳩山春子)、誕生。
-中村正直、箕{乍室長吾に英語を習う。
-ミ子問屋事変〈
-根本正、綾田ヲミ功の家僕となる。 12歳。
笑雄「君のつく六十路の杖は千代の坂かねて越ゆへきた I. 7薩英戦争。
めしなるらむ」
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1864年
(元治元)
20歳
1・21笠間天功、没。 60歳。
3・15小太郎、家督を相続。 150石。(根本正、天功死
後、小太郎の学僕となる。)。
-佐久間象山、 l暗殺される。
-森有礼、護摩藩留学生としてイギリスに渡る。
翌年、ロシアに赴く。
6・1小太郎、大番組となり彩考館総裁代を兼ねる。
6・24小太郎、;審政改苓のため戸田忠則、藤田健らと
嘆願書を持って江戸へ行く。
7・26小太郎、務主の命で水戸に帰る。
8戦禍を避け七軒町から弘道館窓会に移る0
. 10七軒町の家に渓る。
.11・23姑万子、没。 57歳。
3・27武悶耕雲斎、藤[j小四郎(東湖周努)
ら天狗党、筑波挙兵。
8 7](戸で、百L(10月治まる)。
.12・17天狗党、加賀務に降伏。
1865年 |・小太郎、伊豆、信濃で病気療養。
(慶応元日・ 2・4親戚筋の武町耕雲斎、藤間小四郎ら処lfJ。
21歳|
1866年 I.叔母、幾子、牢死。 I. 1藤長問盟成る。
(慶応2)I・2・20小太郎、弘道館教職となる。 I・中村正直、英閣に留学。 35歳。
22歳 |・ 6・9犬小太郎、問志と税務し、京へよる。月性、頼 I. 6第二次長州征伐始まる。
三樹三郎、佼袈の高股右衛門(義勇)などとも交友があっ|・古市静子、無断で稜子島を出帆。大暴風で帰島。
た模様。
9・2勤袋持母国派の夫小太郎、京都で暗殺される。 I. 9 '1iE長休戦。
. 12・12夫の弟線(籾来)、没。 22歳。 I.12慶喜、将軍となる。
1867年 I • 3・1夫の末弟途(伴之介)、没。 17歳。 I• 1・2 (新暦2・2)森有礼、ロンドンで中村
(慶応3)I .遊間家一人となり、桑原家に移り伎む。兄、カ太郊につ i正直に会う。
23歳 l いて学問を学ぶ。 I.根本、水戸漆商御郡方の役人となる(16歳)。
-夫の弟小松崎友徳の遺児、伴を樹子とする。当時5歳。 ト 4・17桜任践の孫徳子(後、線本iEの姿)、夜
9・27夫鐙悶小太虫1を追悼する長文を悉く。 I生0
・10・13慶喜は京都にいた各務の笈医を二条城
に集め大政奉還を笈設する。西郷、大久保害事と
ともに尾張溶から問中不二麿らも間席。
.11坂本龍馬、中間慎太郊、 H者殺される。
・森有札、アメリカへ留学する。
・1i箇条の御誓文。
1868年 I . 2 自宅で開勢。 j奨学、留学、家庭の業務等を教授。 I. 1 ・ 3~4 鳥羽・伏見のi淡い。
(明治元)I .この年末頃より、川崎巌の家塾で渓絡を習う。 I・古市節子、限病治療で長崎へ行く。 i窪燈務士、
24歳 I I 前回正名と知り合う、前田家の子友を教育。
6中村正直、帰朝。森有札、帰朝。廃刀令を
公談所に提出するが受け入れられず、位記を返
上し、鹿児島に帰る。
1869年 I I .古市、鹿児烏の森有礼の盤で茶話を学ぶ。
(明治2)I I・5・18榎本武揚ら磁館で降伏。
25歳 I ・務主主党の処刑。
1870年 |・近所の子女に和三きや;奨学の初学を教える。 ト横JI様子、この年より明治5年まで3カ年間、
(明治3)I・この頃、名前を冬から英雄に変える。 I大竹正li:iEに漢籍、丸東に室長算問方を習う。
26歳 I I .棚橋大作、「自近館jを開く。絢子、近隣の子
どもに手習い、言葉読を教える。
7・18文部省設鐙。
・中村正直翻訳「西国立志綴(自助論)J発行。
1971年 I ・2・10岩村通俊、札線に正式赴任。 長渓二学
(明治4)I 科の資生館(後の創成小学校、現資生館小学校)
27歳 I I を作る。
-抑i橋絢子、名古屋の十番小学校の教締となる。
読書と裁縫を担当。月給3内50銭、親子5人の
生活費とする。
豊田英雄と草創期の幼稚鴎教育に関する研究(3)
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-根本正、藤田健(東i践の長男・当時明治新政府
の官吏)の長屋に住み自炊する。
-根本正、主主f乍秋坪の英学富島三叉塾で学ぶ0
. 5・29東京師範学校創設決定。
-横浜で渡米利加婦人教授所開始。婦人と幼児の
教育を行う。中村正直、生徒募集のポスターを
作成。自身、娘3人を同所に預ける。
. 7・14廃藩霞県。
. 7 (横浜)共立女学校設立(主主米科加嬬人教授
所の流れ。現機i兵共立学関)。福沢の娘など通
つ。
. 9東京郎範学校開校。入学年齢「年齢ハ大約
二十年以上タルヘシJ。
.11文部省理事宮、問中不二麿、海外の教育挙
情視察に出かける。
. 12・2文部省、学制取調掛11名を任命。
1872年 |・ 5・2夜、後漢班奴伝(女誠七主義)八繋を筆写。 ト 2・2 関億三(安藤郡太郎)偽装受洗。明治
(明治5)I I 新政府の邪教探索方燦者を続ける。
28歳 I I . 8・3学市IJ発布。尋常小学の場合、上下ニ害事
に分かれる。 8年就学を深刻。月謝50銭、払え
ない者は25銭。
. 9・12新機~機i兵問鉄道開業式。
・9関径三、真宗大谷派の現如に随行しヨーロッ
パへ行く。
-棚橋絢子の長努一郎、 12歳でト番小学校の助教
員となる。月給1内0
・根本立、中村iEim:の夜、塾で学ぶ。室長となる0
・平野Pちか、海軍士宮、桜井紹惑と結婚。 18歳。
ちかは斎藤つね子及びウィルソンの芳英社(女
子英学裟)で学ぶ。
1873年 |・水戸の発桜女学校教師となる。 I.この年、第一回(三回の一)地方官会談。
(明治6)I .発桜女学校内則を響く。 I. 2・24キリスト数禁制の高宇しを撤廃。
29歳 I . 2中村正夜、小石川で家塾荷入社を開く。主
に英学を教授。根本正、青山千世:(山)1菊栄の
母)、産主主雲寺、徳川家逮ら向入社で学ぶ。根本
は二年ほど室長僕として住み込む。室長生は300人
程度はいた模様。iE産、塾生と家族のように援
する。
-秩禄処分0
・3回中不二!雷、欧米視察より婦問。
. 4・19大木喬任、文部期pを辞め、参議となる
(翌年1月まで文部郷を欠く。問中不ニ燈が省f
務を担当)。
. 6・1通俊、黒田清陵との札機で免官0
. 6・24キリスト教禁制の高札撤廃。
-武村耕綴、日本婦女英学校で英語を学ぶ。
. 8米人デピット・モルレー、文音f，省緩い。(森
有札、問中不二驚らの斡旋)
. 8・27中村正直、大蔵省翻訳御用。月給100円0
.日米古市静子、森有礼を頼って上京。
-明六社。諭吉、正直、商腐ら。裕外会員に問中
不二麿ら。
-徴兵令公布0
・12・2 問中不ニ燈、文部小締となる。
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1874年 -この年、根本正、立}I問、殺に依頼し、 f反葬の夫の亡骸を . 1・4 出中不一!岳、女子附範学校創立の伺い
(明治7) 京都本閣寺に改善事。 設を太政大臣三条笑美に提出する。 1.20、認
30歳 可される。
. 1・25木戸孝允、参議と文部卿兼任(5・13、
文部郷を辞める。 11年5月まで問中不二騒が翁
務を担当)。
. 2・16依交の乱。
. 3・1政府軍、佼賀城を奪回する。
-文部小結iB3r:J'不二j者、女子郎範学校の設立を建
談。
3・13女子師範学校設立を通達。
. 4板坂退助、片間健吉らJLit士、社を設立。
-棚橋絢子、締範の速成教育(3カ月)を受け、
月号倫校女子部挑天女学校に移る。校長格、月給
5円。 36歳。
機il雪絢子、名古療の師範学校長、伊沢1差二の夫
人iこ学問の指導をする。
. 4・14文部省八等出仕小杉燈太郎、女子締範
学校校長を兼務し、準備を進める。
7荻野吟子、甲府の内藤塾の教師となる。
. 9・27邸中不二麿、文部大繍となる。
120 お9西中郷村従正道也、の長受男洗従。辺、 誕生。
四世世ー-一一ー----四四時由時世吋邑ーー 『ーー日即時国』ーー一ーー 『ー平時時時世・・ーーーー弔『時間時世』・ー一一--四四時時由』一一一ーー---時即時時』ー一一ーーーー
1875年 -発桜女学校で教育勉励手当を受ける。 -横JII楳子、この年より 11年まで 4 カ年初、潟;~W
(明治8) -発桜女学校訪1導試補辞令。 近之軍?に室経委主王子三角まで習う。
31歳 . 2愛国社(全図的民権総織)の誕生。
-伊沢修二の斡旋による、棚橋絢子の東京女子締
範学校教締就任に伴う辞機願い、愛知県知事、
断わる。
. }支部幼怒遊熔土器設立(1年数カ月で廃止)。
. 5鹿児島県庁内に小学校正則諮習所設立。
-鹿児島市天文銭跡に小学校正則女子諮留所を設
立。
6・28新関紙条例、議務jj!tの制定。
. 7・7文部大輪問中不二!夜、幼稚鐙開設の侭
し、。
. 8・2上の件、不許可。
-棚橋絢子、名前径の英語学校長一古川i泰次郊が県
知事と掛け合ってくれたことにより、東京女子
郎範学校教郎として赴任することになる。 37
歳。
. 8・13東京女子郎範学校生徒入学者心得設。
「生徒年齢は大約十四歳以上二十歳以下タルへ
シj。
. 8・15東京女子締範学校教員日制定。
. 8・17東京女子締範学校生徒100名募集を告
知。
. 8・20問中不二}窓、幼稚園開設の儀、再何い。
. 9・13上の件、三条太政大臣より許可。
-小学校正則講習所を箆児島締範学校と改称。附
属小学校を置く。
.10鹿児島の小学校正郎女子講習所を女子姉範
学校と改称。
豊田英雄と草倉IJ期の幼稚問教育に隠する研究(3)
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.11・6発桜女学校教艮の辞職願いを出す0
・11・9茨城県より辞線不許可。
.11・20茨城県、「東京女子師範学校履いに付」辞職承認。
(発桜女学校、久貝みえに談る)
.11・25東京女子師範学校出校の通知。
.11・27東京女子師範学校教員採用試験を受ける0
.11・27東京女子部範学校出校の通知。
.11・28合格。読誉教員佼命、 jヲ給15円。;奨学・歴史・
地理を受け持つ。
. 10・20東京女子師範学校入学試験。74名入学。
・西山銀、医学生氏原氏と結婚。 17歳0
・11明大雑誌、第43号をもって廃刊。
.11・18小杉恒太郎、退殺し、中村正直(敬字)、
東京女子師範学校の摂理(校長)となる。月給
200向。
11 .29東京女子締範学校開業式出る。 I. 11 .29東京女子師範学校開業式。皇后宮行弘
大久保内務郷らも随従。
-飯島司王十郎、大槻磐渓(玄沢の子・「大震海」
の著者文彦の父)らと洋々社を結成。
1876年 ! ト 1桑防予見五、「幼稚溺巻よJを綴訳。
(明治9)I I . 1 . 27東京女子師範学校生徒30名募集を告知。
32歳 I I・3・22問中不二崎、米国出張。フイラデルフィ
. 5・16文部省に出頭通知。
• 5・17豊田、坪内、武村らと一緒に女子部範司1毒事の辞
令を受ける(武村耕翁の臼記にもi司自の件、記述)。
. 7勉励手当支給される 0
.会中副監査在勤可致事辞令。
. 8・31綿子伴、上京、柴原先生の戦i仁祭会入義0
.10・11文部省に出頭通知。
.10・12河j.)/.ii，幼稚図保婦の辞令。
幼稚図銀総専務可将心得率。
.10・14東京女子師範学校給与の辞令。
.11・6松聖子クララより保育法の伝習を受ける。この月
は17問に及ぶ。
.11・13日本国婦人会談で講演。向日の講演者は他に棚
橋絢子、関信三、浅間慈、 E霊登喜等、松本万年らがおり、
中村正直も産買を見せている。聴衆500人余り。場所は女
子自師範学校内。英雄は「母親の心得jを話す。
ア?専の業務と米国教育事務取り調べのため。
. 3・28廃刀令。
-横浜に住吉町教会できる。
. 4扱IJ橋総子、小笠原家の姫君の監督及び学業
指導ため、東京女子師範学校司1導を辞職(福沢
諭脊の斡旋)。
・4鹿児烏l果、東京女子部範学校に児島ツネ(1日
姓王子回)ら 4名留学決定。後、兵乱により一時
帰県(文部省年報)。
. 6・21日本国婦人之会談。 問、中村らが講演。
. 8・14札幌農学校開校。クラーク、初代数顔。
9松野クララ(クララ・チーテルマン)来日。
. 10村I嵐迷の乱、秋月の乱、萩の百Lおこる。
.11・4仮に幼稚閣へ移る0
・11・5 日曜休因。
・11・6幼稚殴竣工。
.11・16東京女子締範学校附属幼稚関関関。
'11・18日々新潟雑報に中村正直訳の fドウア
イ氏幼稚溺論の概旨j掲載。
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.11・24日々新開雑報「プレーベル氏幼稚関論
の概旨j。
-森有宇L、梅沢諭きらを証人に、契約結婚 (10年
後離婚)。
. 12松野クララより保育法の{云習。この月は14図。『弔問四回目再時即時四 時四四岨回目ー 一ー-帯四回明暗四四回目白幽 4・一一『ー『ー弔司冊幅四回目回一一ー『ー尋問甲田町田由自由世世ー』ーー
1877年 . 1松野クララより保育法の伝習。この月は12問。 . 1・10問中不二路、米回より帰国。
(明治10) . 1・29鹿児島の私学校徒、政府の火薬庫を幾
33歳 つ。
. 2松聖子クララより保育・法の伝習。この月は14沼。 . 2東京女学校廃止。女子師範学校英学科に生
徒を入学させる(希望者)。
. 2氏原銀、小学校教員試験に合格。
-氏原、大仮西区堀江小学校助教となる。
. 2・15西南戦争始まる。
-根本、横浜局へ転任。判人官となる。ヘボン致、
バラ学校で学ぶ。
. 3松野クララから保育法の伝習。この月は14問。 . 3・10鹿児島県令、大山網良、逮捕される。
. 3・18大久保利遇、山悶額義へ書翰。岩村通
俊の「鹿児島県令就任方動説依頼Jの件で来宅
を請う。
. 3・21岩村通俊、鹿児島県令の辞令を受ける。
. 4・1古市議子、東京女子師範学校入学。荻
野吟子苦手宿舎で同室。吟子、森有礼と政談判。
森に静子の学授を出させる。静子、23歳、吟子、
25歳。
-中村iE夜、東京大学院寄託を兼任。年俸350円。
. 4・3前王寺2皆、大久保へ書翰。岩村より大久
保へ大苦手記官以下の人選依頼の件、回答。
. 4・6英雄の実兄桑原カ太郎少佐、田原坂に近い;;j三留
の戦協にて戦死。
. 4・12鹿児島県大書記官に渡辺千秋を選ぶ。
. 4・28通俊、神戸を2写経扶桑で出l汎。大三書記
安渡辺千秋以下属僚同行。通俊、船中で県営へ
訓示。
. 5・2岩村、鹿児島上陸。加治木及び桜島に
仮県庁を置く。主要l察官3人を除き!日職員148
人を免官。
. 5・26木戸学允、没。
. 7氏原、大仮締範学校にて小学校授業法研究
議溜。
修了後、三級制導となる。
. 7東京女子師範学校附属幼稚図規則撰定。
. 7桑田毅五訳・那珂通高・飯島半十郊校iEi幼
殺図巻中J。巻中は明治1王手6月翻訳の部分も
ある。飯島は、明治初年、文部省編i総局で教科
書:編纂に従事。後、浮世絵研究の先駆者となる。
. 8・6-8 (?)クララ、前橋の桜井学校で、
9 -10、高崎学校で幼稔溺教育の重要性を説く
(妊娠8カ月)。
. 8・25文部省に出頭通知。
. 8・27東京女子師範学校助認1の辞令を受ける。
. 9・1lI!i郷窓370人が急塁塁。鹿児島城山に入
る。
. 9・2寄宿舎部数兼務の辞令。
. 9・24西郷隆盛、渡児島城山にて自刃。51歳。
時四一ー叩凹ー 由ー時肝
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(明治1)
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-西郷従道、官を辞職する決意。大久保、留任の
説得をし、イタリア公使行きを勧める。
-西南戦争終結前後から、岩村通俊と大久保利通
の鹿児島復興に関して蜜:翰の往復がある。大久
保、郷塁の授産、問委長、牧畜、教育振興のため
在京の鹿児島県人に宅寄付金を募ることを発意す
る。
. 10・12松野クララ、女児文を出産。
'11皇后臨啓泰祝文原稿。 .11・23鹿児島市樋之口町松原小学校内に仮郎
-粂太政大使参綴)1¥&)字稿。 範学校を設立。
.11 . 27幼殺間開業式。 E皇太后・皇后幼検閲w;啓。 .11・27東京女子師範学校F付属幼稚園正式際業
浅黄粉下賜。 式。
. 12・24大久保利遇、岩村通俊から依頼の「勧
農局員岩山外一人jを派i設するとの苦手翰。一一一ー叩目--ーー時ー一ー骨量冊目--ー一世時四ーー--四時『ーー由時日--ーー・曲目田明----ー時品『ー一一一世冊目ーー一ー由叩---一一回 冊目ー一ー四曲目--ー世田時間F一回世叩肝再ー 由ー時相-ー・d由回目F一回目冊目ーー-曲目回目叩山田間再ーー一ー園田『
. 1商郷従遂の子、従徳、誕生。
. 2・27大阪の氏原銀、木村末、八王子の横JlI
然予の3名、東京女子郎範附属幼稚図の最初の
係官母見習生となる (10カ月。後、機JI楳子は向
図の保熔となる)。
. 3・1I代科1録会Jの作成に取り掛かる。 . 3鹿児島の仮師範学校に附属小学校を設立。
英雄、見習い生に幼稚関記及び保育法の談義をする。 -槻橋絢子、学習院の教締となる。 40歳。
. 3・8物体教科、事業教科(オキュペーション)の:窓
味などの講義の記述。
.4・10第二問地方官会議(第五回は明治13年)。
. 4・12第一、第二恩物について講義。 . 4西郷従道、特命全権公使(イタリア)仰せ
つけられる(大久保暗殺事件で実現しない)。
. 4・24反対物と統合について講義。
. 4・26恩物と保育上の注意など講義。 . 4関億三、 f幼稚溺創立法jのi争誉完成。
. 4・28大久保利述、本国親雄(太政%"大番記
官)への勧業、教育のための義損金の取りまと
め方及び送金方法について相談のため来宅を請
つ。
. 5・8第二感物の説明の続き。 . 5根本正、受洗。
. 5・14大久保寺IJ述、島田一郎らに暗殺される。
. 5・22第三恩物の講義。
. 5・24西郷従道、参議と文部郷兼任。
. 6桑田毅五訳・飯島半十郎校正「幼稚悶巻下J
. 6・10東京女子師範学校、保線練習科の設設
及び模範幼稚図への改穏を文部省へ伺う。
. 6・14、第三~第八恩物の講義。
. 6・27東京女子師範学校保燐練習科の設号室。
入学者の資絡 f年鈴大約二十歳以上限十歳ノ
者。修行王手段一年j。応募者2名。(模範の名名
稽変更は不許可)。
. 6・28第三~第九庭、物の議議。
. 7・3第四盟、物について講義。
. 7・5第四恩物と三式について講義。
. 7 ・ 16~ 8・31規定どおりならこの間幼稚溺
. 8・21泊中不ニ庭夫人、間信三、松野クララ、近藤浜、 休業。
氏JJ?:銀らと共に西郷従道邸での食事に招待される。 -商郷従遂の長男、従理、この頃東京女子布陣E学
校F付属幼稚箆!に夜間。
. 8・21鹿児島県庁構内に新築師範学校校舎完
成し移転(男子)。
. 8・23竹橋事件(近衛兵の反乱)。
52 高橋清賀子・前村
. 9・12出立貫通知書。
. 9・13J'J俸20肉交付の苦手令を受ける。
.10・15プレーベルと幼稔霞lについて講義。
.10 ・ 22 第三，~物と第四恩物を交えた三式の講義。
. 10・29第五恩物の講義。
.11・12第五恩物用法の講義。
.11・19修学式、 t商事さ式の講義(簡単な記述のみ)0
・1・30綾田伴、根本正を訪ね、共に伊勢山に主去る0
・12・6第六恩物の用法とその他の忍物の講義。
. 12・13第六，恩物の用法の講義。
・12・24保熔見資生の終業証書授与式で祝意激励を述べ
る(幼児の成長を樹木の生長に準えた内容を基lこ)。
晃
. 8・31氏原室長、大阪に帰る。大阪府幼稚間取
調掛兼第一番中学校勤務、鼠諾を担当する。身
震の氏E主婦阪にi祭し、木村は肉伴していない。
翌年2月まで東京に残ったと思われる。氏原
l土、帰絞のため、英雄らの講義の後半は聴いて
いない。
. 9鹿児島締範学校内に女子締範学校を仮設0
・この頃、クララ、「小児養育資験之説」を番く
(代筆)。
-大陸(笑i奈は文部期1)、小石川植物で遊戯を見、
問児らに菜子を与える(間際談)。相当する文
部郷は凶郷従道か寺島祭殿であるが、従道の長
努従玉虫が在関していることからして、この文部
卿は西郷従道のことかと思われる。
.10・23氏原銀、男児出産。
.10・31保鍛練習科に給費生5名、i3't芝生6名
を議くことを決定。先の応募者が一雨1;しかな
かったための処置。
.11・1 関信三著「幼稚園創立法Jを文部大事Ii
田中不二摩文部郷(酒類f，従道)の覧関に供す(明
治12年文部省年報)。
-関信二局、「幼稚劉創立法」を文部省『教育雑誌j
lこ掲殺。
. 12・24保総見習生終業証番授与式。横川楳子
はTI[ちに幼稚留に採用。 26歳。主主回笑雄の欠員
を埋める処置。
. 12・24西郷従道、文部郷を辞め陸箪郷となる。
(明治12年9月10日、寺子島主主別就任まで文部卿
不在)
1879年 I. 1・12伴、根本正が米問努学することを知る。 I. 1鹿児島女子師範学校山下町に建築移転。同
(明治12)I・1・14第七恩物、その他の忍物の講義。 I時に幼稔謹iを設くの記述(iJI探治王手袋鹿児島
35歳 |・常毅干41社境内に彩考銭復活。伴、楽塁先生ーらと勤務。 I綜J)o
・1・21第七思物用法の講義。
. 1・22i代納録二Jを作成する。
. 1・24鹿児島幼稚関設立のための出張辞令。
. 1・24燦児島県出張中給料旅費鹿児烏県負担過去目。
. 1・28第八窓、物の用j去の談義。
. 1・30講義(但し自宅)。第八、第九、第十恩物の説明
及び幼稚悶教育のまま本などの講義。
. 1 :;f三村米、f泉郷見習いを終えるの記述もある。
(但し、 2J'4日まで芙織の講義を聴いたとも
思われる)
・関信三、木村米に 1月付けの f幼稔関創立法j
の主主主手を与える。
2・1恩物と天然との関係、第二十恩物模型法(粘土 1・2木村、帰阪か。
細工)について詳しい説明。
. 2・4第八思
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. 2・16向僚らによる送別会に出る。
-武村耕綴 f送差是也君応幣超脱児鳥言寺井歌J議く。
. 2・19前後鹿児潟へ向かう。途中、神戸に寄り実弟政
に会う。
. 3・11鹿児島県に赴着。
. 3・13幼稚関開設に付該当業務申し付け辞令。
.4・1鹿児烏女子師範学校開業の祝辞を読む。
. 5英機の指示で、燦児潟幼稚園規模拡大のため関誘愛
車r築着手。
. 6鹿児鳥、さらに一字の図会竣功。英雄、幼稚生70名
を追加募集する。
. 9・19鹿児島出張六カ月延長の通知を受ける。
. 2・13東京女子郎範学校第一間卒業式。 15名
(入学者74名)。問中文部大議、助訓松本荻江
の音楽。
-鹿児島幼稚間新築竣功。文部省第八年報(明治
13年。内容は12年)。幼務39名保総見習生10名
の記述。
. 3東京女子締範学校、保鍛練習を開始する。
. 3鹿児島女子姉範学校、間的属幼稚園の看板
(写真)。
. 3線本lE、アメリカ留学のため、横浜港を発
つ。中村正直、根本にi英詩を贈る。
・4・1鹿児島女子締範学校再開業。!司附属幼
稚園関図。我が国二番包の国公立幼稚顔、我が
毘最初の県立幼稔閣となる。
・4根本、オークランド市の小学校入学(28歳)0
. 5氏原らにより、大仮府立模範X;JJ稔間関図。
. 6仙台i三木町通小学校付属幼稚腐の湖図式。
. 7東京女子師範第二郎卒業式。 18名 (8年入
学者)。
. 9・10寺島宗刻、文部郷となる。
. 9・29教育令公布(問中不二!督、深く関わる)。
義務予ぎを4カ年とする。毎年4カ月以上合計-16
カ月で可とした(自由主義的教育。義務の緩和)。
・11・4関億三、没 (4日は墓石による。武村
耕雲露日記では5臼)038歳。『日本幼稔図史jで
は明13・4・12没とあるがミスであろう。
. r渇億三、急逝に対するお悔やみ文を脅し !・キIjli幸専三郎、東京女子師範学校約属幼稚鴎滋事
と本校獄事を兼任か。
-台市静子、肺病のため、女子前範を退学0
・11米王宮市、父の危篤で種子王寺へ帰る。
1880年 I. 1か2 問中不二皆、鹿児島女子姉範学校臨視祝文ので i・1・7文部大事吉田中不二庭、学事巡視のため
(明治13)I 議:き。 I九州地方へ出張。
36主 I . {半、栗原先生宅に寓厨。 I. 1・26兵庫県、出おIIJ公立弘道小学校諸規那
. 4・21古議茶遂入門(羽生招主主)の文書。
改正並びに附腐の夜学校と「幼務関数別jに関
して文部省に伺いを立てる。
-選手、古市静子、控室児島幼稚阪で豊田英雄の助手0
・邸中不二彦、大分県下の学事視察中に、文部省
より電報で呼ぴ戻される。
. 2・28文部卿、寺島宗民日から河野敏鎌に代わ
る0
・3国中不二際、未就学児増加、学力低下が批
判され苛法卿へ配覆替えとなる(事実ヒの解
任)。
. 3・2 メーソン、文部省赴任。音楽取調掛の
仕事をする(ピアノ持参入
. 4桜井女学校、 l羽鳥幼稚鴎を併設。
4 メーソン、男女師範学校、問F付属小、幼稚
閣で唱歌を教える。
54 高橋清賀子・前村 晃
. 5・2茶道入門証券(薮出招きより)。
. 5中村正直が辞職し、福羽美静が東京女子締
範学校摂理となる(明治14年4月まで)。
. 5・24鹿児島県令岩村通俊へ解任伺いを含む稿。 . 5・28アメリカよりピアノ10台、バイエル数
本20fl骨着。
-鹿児島女子締範学校、本科生から 2名(桜JI以
智ら)、保育伝習のため、東京女子師範学校へ
留学させる(終業が14年2月ということで上京
はやや後か)。なお、これより先に、明治9年
4月、本校に留学させていた4名は兵乱で:崎県
していたがこれも再び留学再開。こちらは後日
鹿児島女子姉範学校の訓導とするため。
. 5・31保織見習1多了証言書授与式(挨拶稿)。
. 6・1鹿児島より帰京中し付けにつき御翁番。 . 6・1愛珠幼税関設立(大阪)。
. 6・1勉励賞・賜受け取りにイすき御諸勢。 . 6神津イ山三郎、幼稚国監察を辞める?
-寄宿舎溺Et兼務ヲ解クの辞令。
. 6若村通俊、鹿児島集令を退官。
. 7東京女子締範学校の保熔練習科廃止決定。
. 7大番記官渡辺千秋が鹿児島県令となる。
. 8東京女子締範学校の保婚練習科廃止。
. 9・14小西信八、東京女子師範学校1ft成幼稚
関監事となる。
-秋、神i家主事三郎、多賀泰子を鳩山和夫に紹介す
る。
.10横浜、ブリテン女学校F付属幼稚園(我が包
最初のキリスト数幼稚関)開設。
.11鹿児島女子姉範学校、鹿児島姉範学校合併
改称。
. 12・28改正教育令(私立幼稚腐の設置廃止に
隠すること)。就学の最短規程16カ月を 3カ年
とした。四時四時由時世園田ーー-一ー』一一ー一ーー 時ー時時時世一ー一一ーー--回目即時時四四時四時世・・ーー 一ー一一一『ー再弔問問品四時世曲目ーー一一ー一一ー『ー---時四時叫明時 時曲曲由』ーーーーー 一ーーー 一ー一--同弔問肝時時叩時四即時由時四世田由司自国・ーー 一ー一一---四時四四日時世田ーーーー骨骨四時
1881年 . f半、増給50銭があり、 3JIJの俸給となる。 -古市i静子、再び上京し、私立時習女学校を設立
(明治14) する。
37員長 . 2桜JI以智、中途で廃止された保鍛練習科を
終了。
-群馬県師範学校に幼稚遊戯場を仮設する。
-根本、ホプキンス中学へ進学。
. 5・24A皇后段下行啓。英雄と核JIうめ、ーの総で「積 -棚橋絢子、学習院を辞める(名家の子女の出数
緩J、英雄、本校で i1多身祭jの授業をする。 授などをする)043歳。
. 6・15太政官途第51競、文部省所轄学校総長
の名称変更に伴い、筏王室・司Ili尊・助言1導を廃止
する。校長・教諭・助教諭・言1I導及び番記とす
る。
7J1jに御用掛を音量く。
{泉郷名称廃止、教員に。監事、明治23年から主
事となる。
. 7・17出頭通知書。 . 7東京女子締範学校附属幼稚留の保脊科目等
. 7・18幼稚問教員勤務に付、震の辞令(保熔名称廃止 を見夜し、保育課程を制定する。
による辞令)。 -問、那珂通没、東京女子御率在学校校長となる(明
治18年8月まで)。
. 7・13多賀(鳩山)泰子、東京女子締範学校
を卒業。
. 8・9多賀泰子、母校東京女子師範学校に就
. 8・11伴、 108帰郷の桑原政(芙放弟)に会う。 職。
1882年
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. 9・11伴、外史の講義をする。
. 9・17伴、論語の講義をする。
.10・19伴、桑原氏へ行き、夜、帰塾。
. 12・2 出頭通知誉。
. 12・23東京女子締範学校助教諭に任ずの辞令0
. 12・23幼稚鼠教員兼務にイ寸辞令。
. 12・23年俸240丹給与に付辞令。
. 8・19師範学校教員日大潟。入学者は「年齢17
年以上ニシテ小学中等科卒業以上ノ学力アル者
タルヘシJI仮年齢ハ土地ノ情況ニj蕊リ15年以
上トスルモ妨ゲナシJ。
-核JI様子、メーソン及び音楽取調所において西
洋唱歌並びに風琴を習う。
-松聖子クララ、ピアノ教授のため学習続へ移る 0
・中村正夜、東京大学教授となる。
-木村末、大阪模範幼稚図を辞める。
-文部省通達(公立幼稚閣の設立廃止に関するこ
と)。
-近藤浜、東京女子師範学校附属幼稚関退職0
. 10・12明治M年の政変。
.11小学校l鳴歌集初編、文部翁音ー 楽耳立競掛編纂。
・1 多賀泰子、鳩山和夫と結婚。退職0
・有為武郎、東京女子師範学校!討属幼稔図に夜
図。
.11・10神津{均三郎、音楽取言問掛監察となる 0
・1・24r唱歌掛闘j判、学唱歌集i。
-文部卿示諭(簡易ナル幼稚図モアルベシ)。
(明治15)I・5・5文部省より東京女子締範学校助教諭鎌田笑雄徐
38歳 | 級出佼(給与辞令及び通知)。
・メーソン、一旦任を終える(契約継続含みのま
ま)。
1883年
(明i台16)
39歳
. 8 f産馬楽2主諮 g徐調など同時郊のものと思われる楽諮
類を保存する。
-鹿児島女子師範学校第一回卒業生を出す。
・筏児島男女師範学校を合併し、男子教場、女子
教場とする。
. 5・30近藤浜、芸者族松王子忠恕などと 5名逮名
で共立幼稚殴の開業綴いを出す。
. 6・14大阪模範幼稚図廃題。
. 7 r幼稚関唱歌集i編纂(出版は20年12月)。
.10・1廃関の大阪模範幼稚図、私立中決!幼稚
留として干専問。
1884年|・ 2・8文部省より会中盗事兼勤串付の辞令。 1 • 2鹿児島師範学校の女子師範科を廃し、高等
(明治17)1 1 女学科を霞く。
40歳 | ト鳩山泰子、東京女子師範学校に再就職。
-古市静子、時習女学校をj発し、桜井女学校の幼
稚閣に勤務する(矢島様子のすすめ)。受洗。
-文部卿通牒(学齢米満児の小学校入学禁止)0
・春、中派幼稚菌、大阪市立となる0
・12・19横JI楳子、父逝去に伴い、附属幼稚園
を辞職。
-筏鳴館時代。
1885年 I. 3・25女子締範学校幼稚留保育法、家政科教員免許状|・西郷従王室、ワシントンでチブスで死ぬ。 10歳。
(明治18)1 を受ける。 1 . 8飯島半十郎著「幼稜関初歩」。
41歳 I I・8東京師範学校と東京女子締範学校合併。校
長、潟嶺秀夫(明治19年3月まで)。
. 9・7任東京女子師範学校助教諭の辞令。 I.根本正、パーモント大学へ入学 (34歳)0
. 9・10生徒取締幼稚関教員兼務に付辞令。
. 12・22文部那1、文部大舗の呼称が、文部大臣、
文部次官となる。
56 
1886年
(明治19)
42歳
高橋 j育費予・前村
. 2・20高等女学校掛援申付の辞令。
-問、東京女子師範学校助教諭依綴免本官の辞令。
. 4公務の余暇共立女子職業学校(共立女子学溺)の設
立発起人29名の一人となる。向王手、舎監となる(嘱託)。
学科も受け持つ。発起人の多くは!日東京女子師範学校の
数郎。女子郎総は東京飾範学校との合併に反対していた
が、愛悶はじめ丸橋光子、鳩山泰子、様村花亭子(兼)、
愛知すみ子(兼)などは東京高等女学校lこ移り、一部の
女子師範の教締はJ[i誌を失った。
-この頃、コeルトアンメル(プレーベル式恩物保育の後継
晃
. 2女子締範のi討属高等女学校、文部大原官房
附属東京高等女学校とした。
-棚橋絢子、会務小学校創設。
. 4締範学校令で、師範学校が尋常と高等に分か
れ、東京自市範学校が高等師範学校となる。
-長崎自国範学校(女子部)p付属幼稚図設立。
者)の番の翻訳を試みる(序文あり )0 I . 5.10教問題委検定条例公布。
1887年 I• 3 
(明治、20)
43歳
. 9・16文部省より東京高等女学校震設図英雄子に勉励
手当支給状。
. 9・16文部省総務局長辻新六より、欽州より女子教育
上有益なる事項を本国へ連絡する旨の通知。
.10 1日言語主徳川篤敬、イタリア金権公伎として赴任する
に|禁し、総子夫人のお棺手役として随行する。在欧中は
夫人の相手をしながら、フランス誇を習ったり、パリ、
スイスなど旅行、見学をしている0
・女子職業教育の他に高等女子教育、*1)稔額保育、家庭教
育上の実況を視妻美し取り調べる。
-横浜に横浜禁酒会が再組織される。
-松JIlJ'クララ(久良々 )、学習院、音楽l属託とな
る0
・7・19鹿児島県等の県令の呼称県知事となる。
・11・27古市静子、ミセス・ツルーの後援によ
り私立駒込幼稚闘を設立する。
. 12・6東京婦人矯風会創立。
. 3師範学校令の改まに伴い、従来の高等女学
科を締範学校とする(鹿児島)。鹿児島師範学
校を鹿児島県ー尋常師範学校と改称し、生徒募集
を改め、第一穏生、第二種主主とする。なお、男
子部、女子部の生徒を寄宿舎に収容。修業$限
4王手。男女共に英詩科を迫力E。男子にはさらに
手工及び音楽科を認す。
-熊本市立幼稔関設立。
. 7幼稚閣総歌集、文部省音楽取調掛編塁手。
1888年 I• 3・8伴、私立宮城英学校国語科漢文科教員仮免許状 1・東京府教育会付属保嫁講習所設立(好余曲折を
(明治21)I を受ける。 I経て、現、竹早教員養成所)。
44歳 I ・4黄;1様子、私立八王子女学校を設立0
1889年 I ・森有礼、刺客のため殺害される。
(明治22)I I . 2・11大尽本閲常国慾法、発布。
45歳 ・6・26根本正、バーモント大学卒業。 38歳。
.10・6'[露敬の聡子夫人及びその長男に伴い帰国する。
アメリカ留学を終え、菜、独、仏、伊を巡ってきた根本
lEも同行。 11月、帰国0
・11・12女子i稼業数脊取調の為一時金600内交付に付き通
. 9根本正、アメリカから欧州へ行く。
知(文部省)0 I・11・13郷橋絢子の長男…郎、郁文館中学を設
1890年 i・1
(明治23)
46員長
立。
-森医菊栄(後の山;1菊栄)、誕生。
-高等師範学校より分離し、女子高等師範学校と
なる。
. 3・29根本正、東京禁酒会設立。
豊田英雄と草創期の幼稚国教育に関する研究(3)
一豊田英雄年諮の全容と作成の趣旨一
8・30伴、尋常締範学校尋常中学校高等女学校図誇科
教員免許状を、文部大臣古川顕正より受ける。
-機橋絢子、金設小学校を閉鎖。
7・1根本豆、第一回総選挙、落選。
9・4 渡辺千秋、鹿児島県知事を辞める。
57 
9根本正、徳子の結婚の媒酌人となる。 -根本iE、幕末の勤皇家、桜任践の孫、羽部徳子
と結婚。
. 10・2伴、知人より茨城締範学校就殺扱いのはがきを
受け取る。(後、伴は東京大学文学部に移る)
. 10・23婦人雑誌、?資女の友iに論説 5貴女の友第六十
八競を談みてjを議く。
.10・30教育勅語を発布。
.11東京禁酒会、安藤太郎会長、根本正副会長。
. 12古市静子、吉村幸次郎と結婚する。
i弱i平 l…:了了立東京吊五蚕二議五平高説話蚕転有志議苓~-T了玩百五浸o 60瓦一一一一一一一一一一…
(明治24)I 家政科i英文作文幼稚関係管法ヲ教授ス。
47歳 1・4・18伴、小学校教員検定委員となる。
.11・21~12 ・ 25 問中iE造、足尾鉱議問題で質
問書。
ihEi五「ー 一一一一一一… 一一一一 … …一一一一一一1一日1瓦正一五五J¥至高張扇喜一設豆;ω
(明治25)I . i半、雨谷践の長女幸とi吉婚。伴30歳、主幹18歳。
48歳 i
1893年 |・ 10・20東京府高等女学校依願解雇に付の辞令。 I・棚橋絢子の夫大作、没。
(明治26)I I . 7・7根本、移民地簡査のためメキシコへ。
49段 I I 
1894年 1・4~寄宿舎方式の家労学舎を開く。場所は有楽町 l 了臼 I . 3・1総選挙、根本、落選。
(明治27)I 5若手地。 I・7・16根本、中潟米祝祭へ出発。
50議 I I . 8・1 日清戦争笈i決布告。
1895年
(明治28)
51歳
8・30翠う子学会設讃を願い出る。
.11・11液芳学会設設認可(東京府知多三浦安)。根本正
夫人徳子もこの学会で数仰をしている。
4・1文部大在西霞!寺公望の懇請により宇都宮高等女
学校の教諭となる。教頭車誌を毅jめる。
4・12栃木県尋常郎範学校教諭兼任に付の辞令。
10 ・ 31 伴、『まfr:ti~日本文典上巻j を幸子す(版権主主録)。
・冬休みを迎えるに!祭し、「生徒に告げる言言葉J並びにf冬
季休業帰省中の心得」を議く。
3・6根本、視察旅行から帰国。
1896年 I. 5・21栃水!県高等女学校設びに尋常師範学校の舎監を I.フレーベル会発足(東京女子師範学校附属幼稚
(明治29)I する。 I鼠内に霞く)。
52歳 I ・4榔橋絢子、名古屋市の潟等女学校校長とな
る(後の市立第一高等女学校)。
←ゴ
1897年 I . 3I心の主主(栃木県高等女学校卒業生に与ふ)Jを書く。
(明治30)I .尋常師範学校教諭及び舎監を辞める。
53歳 I ・5・18メキシコ移民始まる。
5・20感謝状(栃木i県知事)。
9 r女子習字十二月粘よ・下jを著す(J坂権登録)。
.10・26仙台市松採学校学卒取調ノ為出張ヲ命スの辞
令。
1898年 I. 4・30日本赤十字社正社員となる。 I. 3・15根本正、衆議i淀議良となる。以後1924
(明治31)I 年に漆遂するまで、当選10問、26年弱議長生j致。
54定員 I I .機橋絢子、名古震の高等女学校を辞職。
1899年 I I .徳川篤敬、没。 43歳。
(明治32)I I . 2・15根本正の関民教育授業料金廃建議案、
55歳 I . 3・24I日本赤卜字社栃木支部準儀看護総養成所講姉ヲ! 可決。
嘱託スJの辞令。
58 高橋清賀子・前村
日本体脊会会員徽索贈与される。
3も
5根本、インド、ピルマの商工業視察。
. 12・6根本、未成年者喫燦禁止法案提出、施
行は1900年4月1B。
1900年 |・ 2・8日本赤十字社終身社員認定状。 I• 2・8根本、美術奨励の建議。
(明治3)I . 3・31r兼栃木県高等女学校舎監ヲ免ス」の辞令。 I・幼稚簡保育及び設備規定。
56歳 |・ 10・6r小学校教員裁縫講習議郎ヲ嘱託ス」の辞令。 I.棚橋絢子、愛敬女学校校長となる。
. 10・26日本赤十字栃木支部数備看護婦養成所講締を辞
める。
1901年卜 1・31栃木県より長年勤続功労金の支給。 I.佐々減豊察、没。
(明治34)I . 1・31感謝状(日本赤十字総裁)0 ・フレーベル会「婦人と子どもJ創刊(大正7年
57歳 I . 2・1新設水戸高等女学校に教諭として赴任。 I に f幼児の教育'Jに改題)。
2・9根本、米成年者飲酒禁止法案初援祭。
3・10r女子家庭訓J(上下)を出版する(留立国会図
書館蔵)0 I .飯沼半十郎、没。
3・18高等女学校、関諮j英文科教員免許状。 I.概橋絢子、月に一、二度東伏見宮家で修身講談。
4・23感謝状(栃水県知事)。
. 12・20茨城県より総務勉励手当の支給。
1902年 1・7・21愛回線人会茨城県副将、事の嘱託となる。
(明治35)I・天功、従四位を贈られる。
58歳 I . 12・25茨城県より職務勉励手当を受ける。
. 12・10問中立造、天長夜訴。
7・18西郷従道、没0
・機橋絢子、愛敬女学校校長を苦手める。 64歳。
・機橋絢子、淑徳女学校の倫理識的。
. 12・17教科書疑獄事件で検挙始まる。
1903年 I . 3・20愛留婦人会通常会員の認、定状。 I.棚橋総子、長男一郎創立の東京芸器等女学校の校
(明治36)I . 4・9 r兼茨城~I!l-女子締範学校教諭ニ任ス J の辞令。 I 長となる。
59歳 I ・4・13小学校教科諮:留定化決定。
4・16r兼茨城県女子師範学校舎監茨城県立水戸高等女
学校会監ニ任ス偲シ手当ヲ絵セスjの辞令。
8・6r茨城県立水戸高等女学校教諭兼茨城県女子郎範
学校教諭ニ任命ズjの辞令。
. 12・25職務勉励手当支給される。
ï9Õ4if--r:--ïて五室泊議天主設五五支踊辰吉最高玄iEz--……一-r:--2-~五百亙員三晶画まる。
(明治37)I・10・6師範学校女子部j認諾及j英文科免許状。
60歳
1905年|・ 8・1婦人雑誌『女銭jの詞苑に f老人(短歌)綾田
(明治38)I 冬子他jがある。
61歳 I ・9・5 ポーツマス条約調印。
1906年 |・ 1・16愛溺婦人会功労者として七宝金色製友功主主を受|・日本キリスト教幼稚関連盟創立。
(明治39)I ける。 I.根本lE提出の公立幼稔関係fまに恩給を与える法
62歳 I I 案成立。
.11森田菊栄、青山家を継ぐ。
1907年 I. 7鈴木金太郎より穴沢流薙万免許状。
(明治40)I .10・18lE八位に叙せられる。 -義務教育を 6年に延長。
63歳
1908年|・知事より茨城県教育功労者表彰。 I. 4・1女子高等締範学校を東京女子高等郎範
(明治41)I・鈴木金太郎より穴沢流長太万羽伝。 I学校に改称(奈良女子高等師範学校が設霞され
64歳 I I たため)。
1909年 I・5・14松野クララの夫、破、没。
(明治42)I I・2・1問中不ニ慮、没。
65歳 I I . 3・18根本、ローマ字普及の建議。
1910年
(明治43)
66歳
4・10茨城県教育会裁縫講習会議師。
3鹿児島の男子部締範学校を市内武町に新築
移転し、女子締範学校をi日師範学校跡に設立
し、問時にそれぞ、れ定員を増加する。
豊田英雄と草倉IJ郊の幼稔園教育に掬する研究(3)
一重量田英雄年諮の全容と作成の趣旨一 59 
.4鹿児島の師範学校女子部を分離し、女子姉
範学校とする。向待に!果立高等女学校を増設し
て女子締範学校内に併立、県立第二高等女学校
1912年 I.笑弟、政(元代議士)、没。
(明治45)I .感謝状(青森県知事)。
(大正元)
68自主
3・9
・4近藤浜、没0
・7・30明治天皇、没。
1913年ト日赤篤志看護婦人会より看護学修業証書。 ト 8・23荻野吟子、没。
(大正2)I・8・10感謝状(済生会会長桂太虫(1)0 I . 1・22徳川慶喜、没。
69歳 I .従七伎に叙せられる。
…i両手-1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一…下了干:五骨子泌耳元誌面言語;
(大正3) 
70歳
19日年 I. 7会監兼務願。 I・2・20岩村通俊、没。 76歳。
(大正4)I・1・l賜銭招待状(宮内大臣)。
71歳
1916年 1・3・23水戸高等女学校舎監査在職免の辞令。
(大正5)I . 5・13水戸高等女学校免職の辞令。
72歳 I . 5・31水戸高等女学校講師嘱託の辞令。
・9勲六毒事室電冠章、宮内大毘i度辺千秋(笑雄鹿児島出張
時の関係大養子記官、後、県令)より拝受。
1917年十帝国数育会より数脊功労の記念章。
(大正6) 
73歳
.11山)1均、青山菊栄結婚。
1918年 1・5・6愛国婦人会より特別徽章。 I・プレーベル会、日本幼稚函協会と改正。
(大正7)I I・米騒動。
74歳
出祥一!一一一一一一一一一一一一一一一一一一一r了鼠扇百画面踊言語扇釘;一一一一
(大lE8) 
75歳
“ï9-2ö~--1 一一……一一…一一一一一一一一一一一一… ---1 寸了五百雨量蚕広一一一
(大正9) 
76足立
i語ï~--r一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 1…:子雇示;一平面1 ， ~長京高註主張存;
(大lE10)
77歳
1922年 I I . 3・25根本lEの未成年者飲溺禁止法成立、4・
(大正1)I I 1、施行。
78歳 I . 4・1水戸高等女学校務部解織の辞令。
1923年 i・9・1由児小路自宅で関東大震災にあう。 I. 9・1
(大正12)I . lE風流投入獄芸春主主伝言午状。
79歳
1924年 I.夫小太郎、特旨により従五位を始られる。 I
(大正13)I I . 5・10根本五、総選挙で落選、政界引退。
80歳 I I・8・27安藤太郎、没。
1925年 1・10・10東京連合婦人会より長年の女子教育賞献に対す I.小林宗作日本リトミック運動始まる。
(大正14)I る表彰。 I.治安維持法、普通選挙法公布。
81歳 !・水戸の大成女学校(現茨城女子短期大学)校長となる。
・1・29東京女子高等師範学校五十年記念祝典に招待さ
れる(搬す部骨子と共に皇后陛下に拝謁)。
. 12・17新開いはらき f笑雄号 (3資)Jが出る。
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1927年 I.大成女学校校長を辞める。
(昭和2) 
83ti定
説話--r~-下3一面街補正1蔽克古家)0
(昭和3) 
84歳
1929年 I. 1・5賜僕招待状(宮内大臣)。
(昭和4) 
85主
1930年 I.念核惣三、新庄よし子共事年「日本YJ]稔図史Jに功績が詳
(昭和 5)Iしく紹介される。
86走塁
1931年
(8B和6) 
87歳
. 1・1 感謝状(愛国婦人会長)。
晃
(ilB;fD 7) I I・5・15五・一五事件。
88歳 I .10自作歌集「思い出くさjを編集。 I
1933年 I.秋、米寿のお祝い。 I. 1・5根本正、没。 82歳。
(昭和8)I I・2・24B本、国際連盟脱退。
89歳
1934年 i・4・29
(昭和合)
90歳
1935年 I.この頃まで随時女学校の教壇に立つ。
(昭和10)I .秋、夫小太郎の墓を京都より水戸常盤共有墓地に移す。
91歳|
1936:[手 i
(昭和11)I・5・15fぬ議会招待状(東伏見宮家)。
92歳
1937年
(昭和12)
93歳
1938:ff 
(昭和13)
94歳
Jl易る0
・2・23水戸高等女学校長年尽力の功綴表彰0
.褒状
1939年 I .若手、茨城県保育会より慰労会。
(ilB7l'1J14) I . 1・20日赤篤志看護婦人会より功労表彩。
95ti~ 
1940年
(昭和15)
96歳
5 . 19
閥、lEJ.llI精子を始られる。
・週刊誌サンデー毎日 f生きてゐる庭、史」に掲載される0
・サンデー毎日編務部;生きてゐる歴史j、昭和15年、出
版される。盛田笑雄が筆頭に掲載される。
る。
没。
. 9榔橋絢子、没。 101歳。
1941年 I. 3・2表彩状(愛国婦人会総裁)0 I .松野クララ、 f手国ドイツで没。
(f昭和16)I . 1・2 日曜、筆の「怒」で最後の和歌を詠む。 I・12・8太平洋戦争突入。
97歳 I rさをなくは仰をよすかに書きなさん恩ひ思ひの心々にJ
.11・30夕刻、王子常の如く孫と少量の娩約をする。その
夜、午後1il寺半、寝床の額に少々の発汗、呼んでも応答
なし。三の丸の山田医締に走る。
. 12・1午後7時20分、近殺者に兇守られて逝去。
重量田英雄と主主創期の幼稚留教育に関する研究(3)
一愛田英雄年譜の全容と作成の趣旨一 61 
1943年 1 1 .山川菊栄、?武家の女性J(三閣書房)出版。(小
(昭和18)I I 太郎に関する記述などある)
没後2年 1 I .11・30根本徳子、没。
1945i:f三 I ・8・6広島に涼;爆投下。
(DH手口20)I I . 9・2無条件降伏、ポツダム宣言受諾。
没後4年
i函員一r-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一下五二茨百万五ー扇面扇面吾五一向『
(昭和21)
没後5年
1947年 I I .学校教育法公布《
(BH和22)I I .新慾法公布。
没後6年 I I・9山川菊栄、労働省婦人少年局長に就任。
1948年 I .世界人権主主言。
(昭和23)I I .保育要領(幼児教育の手引き)。
没後7年
1956年 I I・幼稚園教脊姿領出る。
(目前'031)1 1 .山JlI菊栄、『女二代の記j出版。(英雄に関する
没後15年 I I 記述などある)
1957年 I . 5・25会留公立幼稚図長会水戸大会関係。参加者一向、
(昭和32)1 募参。安省三者 f日本幼稔魁創設功労者、綾田笑雄先生
没後16年| の生i闘が頒:;(Iiされる。
1968年 i・4・20B本保育学会 f日本幼児保育史」第一巻で愛国
(昭和43)I 英雄の功絞の記述。
没後27年
1976年 I . 11・6NHK関東ネットワークで、「霊長田笑雄子と茨城
(昭和51)I 県保育まつりJが紹介される。
没後35年 1 ・7・l緩村勝'l!(r茨城女子教育百年のさ長みjに致問笑
雄の項、記述される。
.11・13渡辺宏編 f愛国芙綾子先生と保育資料J(保育の
主主に解説、 f英雄主子J、f生きていゐる授史J復刻)綴布。
幼稚癒百年記念切手とスタンプ(共に英雄を中心とした
家鳩の遊戯鴎(武村耕議作)等が発行される)。
1993年 1・3・1財団法人常l防護文センターの f常協議文j3月
(平成5)I 号に、設問笑維の紹介 (10Ji:)が掲載される。
没後52年 i
2007年 1 .11・4から6まで、rA美文化祭jの一環で、遊間夫功、
(王子成18)I 呑窓(小太郎)、英雄の3人の言葉桜を讃えた途品展(思
没後66年 i美文化センター)が閃かれる。
.11・6 最終日、高橋j青賀子、議i察。
. I広報ひたちおおた12月号jに特条記事掲載される。
3 残された諜題
こうした年譜作成の難しさには、作成者サイドにおける思い違いや、出典による記述の梧違、本人自身
の記憶違いなどによって思わぬミスが発生してしまう、ということがある。しかし、年譜が個人や背景研
究の重要な資料となる以上ミスはなくす努力をすべきである。この年譜も一定程度の時間をかけてミス等
を修正してきたが、まだ、いくらかミスが残っているかもしれない。今後もミスや不十分な事項説明等を
訂正し、年譜としての精毘アップをはかるつもりである。
たとえば、年譜の作成側でも、フレーベjレの生年をうっかり 1982年と書いてしまって、しばらく気づく
ことがなったということなどもある。
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また、出典による相違の例には、草創期幼稚園教育の最大の功労者の一人である東京女子師範学校関属
幼稚園監事(盟長)関信三の没年月日などがある。闘の向僚、武村耕議はその日誌において、関の没年月
日を明治12年11月5毘に記録しているようであるが、 f日本幼誰閣史jではそれを明治13年4丹12日とし
ており、半年近い差があるのである。したがって、現在も人物辞典などの諸資料の中には、簡の没年月自
を『日本幼稚園史jの記述を採用しているものも多いが、明治12年11丹5日説を採用している資料も少な
くはない。武村の日記を見たことはないが、明治12年11月5日付けで f関億三先生ご逝去Jとでも書き、
「昨夜jとか「昨日Jというのを入れていないのかもしれない。関信三の墓石では、その没年月日は明治
12年11月4日となっている。この墓石はフレーベルの第二思物、すなわち立方体、円柱、球を積み上げた
もので、異彩を放っ墓石であり、関の教え子たちが建てたものとされているが、その際、教え子たちが恩
師の没年丹日を間違ったということは考えにくい。もちろん、寺に過去帳が残っておればそれを確認する
ことで済むことであるが、現在のところは、まずは嘉若を信じるのが妥当かと思う。
また、履歴書なども必ずしも正確であるとは醍らない。たとえば、畳間芙雄自身についても、 f東京の
幼稚園jの執筆者の一人は、明治27年、豊田が女学校「翠芳学舎jの設置願い出に際し都に提出した履歴
書の生年が嘉永五子となっていることに触れ、豊田が「昭和十六年九十七歳でなくなったといわれるが、
十六年ならば八十九歳である。Jとわざわざ記している。しかし、この生年が正しければ、英雄は8歳で
結婚し、 12歳で未亡人になったことになる。正確には英雄は18歳で結婚し22歳で小太郎の死に遭遇してい
るのである。また、明治21年に東京幼稚屈を設立した多賀谷鈴は、その履麿蓄において「明治14年4月カ
ラ8月マテ関信三ニ従ヒ保育法修行Jなどと書いている。これだと f日本幼稚園史jの没年月日後も関は
きていたことになる。履歴書ですらうっかりミスなどは発生するのである。
また、時代によっては、間一事項でも日付がi日!替で書かれていたり、新暦で警かれていたりするため、
どちらも必ずしも間違いとはいえない場合などもある。
以上のように、正確無比な年譜を作成することには密難も伴うが、今後も時間をかけて出来得る限り間違
いを修正する努力を継続していくつもりである。
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